20120122　1部礼拝

イエスにある自分発見 (ルカ7:18-28)
「私は幸い。あなたも幸い」ときには自分の思ったとおりにうまくいかない場合もあります。でも、皆さんは今のように「私も幸い。あなたも幸い」と告白するクリスチャンになっていただきたいと思います。時々、自分の限界にぶつかり、自分のまわり、環境が険しく、難しく厳しいという場合もあります。そのようなときこそイエスさまがどのような方なのか正しく知り、その中に入って、そこにある自分を発見することが問題の鍵となるはずです。それがクリスチャンです。それなのにサタンは焦点をぼかし、フォーカスをぼやかして、その部分に対し困難にさせ、こんがらがってしまうようにしています。そして、最初からイエスさまの方に向かうべきなのに、違う方に向かうように惑わしてしまいます。何か思い通りうまくいかないとき、自分の計算通りにならないとき、自分の限界にぶつかって大変だと思ったときに惑わされないでください。そのようなときこそ、クリスチャンの私たちには答えがもう決まっています。イエスに向かわないといけません。イエスの方にしっかりと向いてその中に入って、その中で自分がだれなのかをもう一度確認し、改めて発見し、そこからスタートすると必ず勝利が訪れてくるようになりますので、そこをだまされないようにしてください。サタンは何かのことがあるとき、私たちの祝福なのですが、そちらの方に向かわないようにフォーカスをぼやかしてしまうものです。
今日の聖書を見てみると、イエスさまが世に公に働きをなされる前に、先に遣わされてイエスさまの道を備えていたバプテスマのヨハネが出てきます。ものすごい働きをしていたでしょう。また、バプテスマのヨハネの方に来て洗礼を受けていた人もたくさんいました。まわりから、「もしかしたら、このバプテスマのヨハネが来られると言われていたメシヤではないのか」と勘違いするほど大騒ぎになっていた人でした。そのバプテスマのヨハネが、イエスさまがなさっていることを遠くから見て少し迷いが生じました。「本当に、イエスさま、あなたが来られるはずであったそのメシヤ、キリストに違いないのでしょうか。もしかしたら、あなたは偉大なる預言者かもしれませんが、私たちは違う方を待たないといけないのではないでしょうか」と質問している場面です。バプテスマのヨハネのような働き人が迷いました。その理由はイエスさまが百人隊長のしもべを治したり、やもめの一人息子が死んだのを生き返らせたり、また病気の人を治したりするイエスさまの働きの様子を見て違うのではないかと疑うようになりました。つまり、バプテスマのヨハネの頭の中には、メシヤ、キリストが来られると今の社会の構造、植民地であるこのすべてをひっくり返し革命を起こすことによって、何かをなさるだろうと思っていました。でも、バプテスマのヨハネが思っていた感覚から見るとイエスさまがなさっていることは、もちろん善良なことでありますが、自分が思っていたキリスト像とはだいぶかけ離れているかのように思えました。それで、イエスさまが最後に「わたしにつまずかないものは幸いです」とおっしゃいました。つまり、バプテスマのヨハネはものすごい仕事をしながらもイエスさまにつまずくようになっていました。イエスさまに向かって、イエスさまに飛び込んで、イエスにあって自分を発見し、そこから勝利の道へと進んで行くべきなのに、イエスさまご自身につまずいてしまうとどうなってしまうのでしょうか。今日の聖書はそのような話をしています。サタンはいろいろなことをとおして、とにかく、イエスさまのことをぼやかしてしまいます。そして、結局は「違う方を待たないといけないのでしょうか」と違う方向に私たちが行くように惑わしています。バプテスマのヨハネの思っていたとおりではなかったということです。それはイエスさまが間違っていたわけではなく、バプテスマのヨハネが持っていたそれを修正しないといけないのです。そうでないと、私たちもこのバプテスマのヨハネのようにつまずくようになってしまいます。
何があっても、イエスさまにつまずいてはならない

今日の聖書のお話をとおして神様が私たちに語っているメッセージの第１は「何があってもイエスさまにつまずいてはいけません」です。どんなに物事がうまくいかない、また、私たちが祈ったのに祈ったとおりになかなか答えられないようなときが長く続いていたとしても、イエスさまにつまずいてはいけません。自分の思い通りにうまく物事が運ばれていない場合もあるかもしれません。計算通りにいかないときもあるかもしれません。それでもイエスさまにつまずいてはいけません。イエスさまにつまずくとはどういう意味でしょうか。「イエスさまを信じて本当に良かったのか。あるいはイエスさまは本当にキリストなのか」という疑い、そこから生じる迷いのようなものです。理由がどうであれ「イエスさまは本当に約束されていた私たちの人生のすべての問題を解決し、人生の答えとなる約束されたそのメシヤその方、キリストなのか。それなのになぜイエスさまを信じたにもかかわらずこうなのか」というような疑いがイエスさまにつまずくということです。とにかくどんな理由であれ、私たちの心の中に「イエスさまは本当にキリストなのだろうか」という気持ちになることはカットしないといけません。そうなると、そこから疑いが生まれ、躊躇するようになります。また迷いが生じるようになって何か中途半端な態度、気持ちになって、ものすごく教会に通って信仰告白をしていながらも実際的には消極的にならざるを得ません。もちろん時刻表があるでしょうが、聖書は最初から最後まで信仰に対して中途半端な生ぬるい、水に水を入れたような感じの態度は良くないと言っています。律法的に良くないという意味ではなく私たちにとってそれは勝利の力と結びつかないからです。信仰というものはあまりにも確実なものなので、しかも絶対的なものなので、それに対して積極的にならないといけません。でも、バプテスマのヨハネはイエスさまの前にいろいろな仕事をしたにもかかわらず、結局は今、迷いが生じ「どうしようか。本当にイエスさまはメシヤ、キリストでしょうか」と躊躇している状態でした。それでは何の神様のわざも、そして、世の中の人を助ける神様の証拠も力もなかなか体験することができません。それよりまず、自分自身を乗り越えて自分自身に打ち勝つこともできません。自分の古いもの、自分の中にあるもうすでに十字架とともに死んでいたものが力を発揮して、その人を動かし操るようになります。せっかくイエスさまを信じているにもかかわらず、残念ではないでしょうか。つまり、メッセージの中のメッセージは、何があってもイエスさまにつまずいてはいけないとうことです。つまずくようになりますと中途半端な二股をかける態度になってしまいます。一本の足は右、一本の足は左というような感じです。それが、だんだん状態がひどくなりますと股が割けてしまうような感じになります。だから、イエスさまにつまずいてはいけません。特にさっきも申し上げましたようにバプテスマのヨハネがイエスさまにつまずくようになった一番の理由は、バプテスマのヨハネの中にイエスの前に入っていた、先に入って刻印されている「○○観」というものが、彼をこのように中途半端な、またイエスさまにつまずくようなところに引っ張っていくようになりました。つまり、バプテスマのヨハネの頭の中には今、イスラエルの一番大きな問題、自分自身にとって一番大きな問題はローマの植民地であって、国を失っていることが一番の問題だと思っていました。だから、キリストに対してもキリストが来られるというのも、結局その部分をどうにかしてくれるために来られるという考えを持たざるを得ませんでした。何が一番重要な、何が一番大きな問題なのか、何が人生の本当の幸せなのかなどに対して違うものが入っています。もし、暖かい家庭が一番幸せだと先に刻印され、囚われていると、キリストもそのような見方で見るので、それが満足できなかった場合には「ほんまにキリストか」と思うようになるのです。成功して、出世し裕福になるということが人生の幸せだと思い、心のどこかにそれが刻印されている場合は、それがその部分に近づかない場合は「イエスさまを信じてもしょうがない。イエスさまは本当に頼りになるキリストなのか」と思うのです。結局、バプテスマのヨハネから見る、つまずくようになる一番の理由は、イエスの先に、もっと細かく申し上げると、霊的なことをきちんと理解する前に先に入っている幸福感、人生観などがつまずきの原因となりました。よく覚えていてください。と言いますのは、イエスさまにつまずかないようにというのは私たちの心の中に先に入って刻印されている価値観、人生観などを崩していかないといけないという話になるでしょう。そこがクリアできていないとバプテスマのヨハネのようなものもイエスさまにつまずくようになるのです。
イエスさまによってつまずいてはいけませんというメッセージは言葉をひっくり返しますとこのようにも私たちに伝わるようになります。つまずいたり、迷ったり、中途半端にするのではなく、固い揺れ動くことのない「イエスがキリストである」という固い確信と絶対に揺れない確信をもって告白しなさいという意味です。何が何でも状況がどう変わろうがイエスはキリストです。自分の先に刻印されている何かの価値観、基準を物差しにして見て、それに合うかどうかという観点で見るから、固い確信をもってイエスさまに飛び込むことができないのです。いつも中途半端で躊躇して、何か迷いを持っている態度です。自分が先に持っていた価値観などが基準ではなく、聖書にどのように約束されているのかを見ないといけません。聖書にはイエスさまが今なさっている様々なこと、今日の聖書にもなさっていた盲人の目が見えるようになり、貧しいものに福音が伝えられ、病気の人がいやされ、メシヤが来られるとそのようなことをなさると約束されていました。だから、それが証拠です。それから、イエスさまが遣わされて来られると約束されていたキリストである一番の証拠は、処女から生まれると預言されていたのですが、その預言どおりに生まれた方なのです。それから、徹底的な証拠は自分の願いどおり、価値観どおりに合うかどうかではなく、メシヤが来られると私たちのどうしようもない罪のために身代わりとして十字架で死んで血を流されて死ぬと約束されていました。預言されていたそのとおりにしました。それから、死んだあと、メシヤだという証拠として、また私たちのすべての問題を本当に解決したという証明として、死者の中から3日目によみがえられるということまで預言されていました。これがメシヤの徹底的な証拠です。イエスは十字架で死なれ3日目によみがえられて今も生きていらっしゃいます。処女マリヤから生まれました。それから、この世の中にいらっしゃるときに人間では絶対にできない、神以外にはできないことをなさっていました。海の上を歩いたり、死んだ人を生き返らせたりしました。それなのに、そういうこと見ながらもバプテスマのヨハネはつまずくようになりました。バプテスマのヨハネの中に入っている、イスラエルの人全体に入っているキリスト観、メシヤ観というものが間違っていました。先に何かが私たちに入って、本当の幸せ、本当の人生、本当の価値に対して、無意識的に、意識的に刻印されているのです。それが否定できなければ、それがいつか先頭に立って、力を発揮し、それと今のキリストと合うのかどうかと比べることによって「違うのではないか」と疑いの方に走るようになります。それが問題です。イエスの前に私たちに刻まれ、刻印され、先に入っている幸福感を全部否定しないといけません。それは神様も知らないで霊的なことも知らないで目に見えることばかり考えて決められたものなのです。まったく真っ赤な嘘とは言えないのですがそれは真理でも正解でもありません。それなのに、そういったことによって私たちがイエスにつまずくのです。「イエスがキリストです」と告白することに迷うのです。バプテスマのヨハネが「イエスがキリストだ」とはっきり告白できたならば、他の群集のようにイエスさまの方についていくようになったでしょう。なぜいまだに遠く離れて様子を伺っているような姿勢なのでしょうか。そのあと、バプテスマのヨハネはヘロデ王の政治腐敗に対していろいろな文句を言ったことで、政治的に逮捕され首を切られ死ぬようになりました。もちろん殉教ですが、宣教の舞台、歴史の舞台から姿を消すようになりました。イエスにつまずくともうそれ以上、用はないのです。イエスにつまずかないようにしてください。何があっても、皆さんの心の中にある願いどおりに行かなくても、それは皆さんの願いの問題であってイエスはキリストです。イエスは私たちの罪のために十字架にかけられ、私たちの人生の問題、過去、現在、未来まで全部、解決してくれるキリストです。イエスは私たちが神様を離れてすべての問題が生じるようになりましたが、その神様とまた出会う道となって、イエスはいのちです。神様が私たちの中に入って来られるようになる道です。イエスは宗教ではなくいのちです。イエスはキリストです。他に人生の答えはありません。皆さんがどんなに自慢して、どんなに追い求めているものであっても、それにもし達成して成功したとしても、それは人生の答えにならないし、幸せの理由にもならないものです。逆に、もしそればかり追い求めているとそれを手に入れたあと、それではどうすることもできない霊的な問題、滅びののろい、運命の力にやられ、最終的には「人生とは何だろう」と虚しさだけが残るようになります。イエスはキリストです。この信仰告白に対して少しでも迷ったり躊躇したり中途半端な気持ちにならないでください。これがイエスさまにつまずかないということです。今、皆さんに問題があっても、もしかして霊的な問題が私を苦しめているとしても、イエスはキリストです。逆にいつも皆さんに申し上げているとおり、「それでもキリスト、だからキリスト、結局キリスト」そのキリストがイエスなのです。イエスがキリストです。その告白をぜひこのメッセージをとおして、「バプテスマのヨハネのように私はなりません。イエスはキリストです」という固い確信と告白を皆さんの心の中からささげていただきたいと思います。そして、イエスがキリストだという確信を持っていれば、さっき申し上げましたように、バプテスマのヨハネのように中途半端になったり、遠く離れて様子を見るのではありません。
イエスのみむねに飛び込む

本当にイエスが私にとってキリストであればイエスのみむねに飛び込むようになるでしょう。躊躇したり、迷ったりしません。それが今日の2番目のメッセージです。バプテスマのヨハネにようにイエスさまにつまずかないで、逆に言葉を変えると、本当にイエスがキリストならばイエスさまのみむねに飛び込むようになるでしょう。飛び込むというのは今の言葉で言うと、自分の心を開いてイエスさまを自分の内側に、自分の人生の中に救い主として受け入れるようになるでしょう。イエスさまを受け入れるというのは「受け入れなさい」と言われるから「まあ、仕方がないな」ということではありません。イエスがキリストなら、何もかも、どんな理由でもすべての理由を後にしてイエスを私の人生の答えとして、人生の救い主として私の助け主としてイエスさまを心にお迎えするようになります。それがイエスさまのみむねに飛び込むことです。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。このイエスさまを心を開いて快くお迎えすることを邪魔する理由はすべてあとにしてください。躊躇する理由はありません。イエスはキリストです。そして、イエスのみむねに飛び込むというのは、イエスさまを受け入れると同時に、それはイエスさまを自分の人生の主人として迎えることと同じことです。私たちがもし、イエスさまが本当にキリストであれば、他に迷わないで、躊躇しないでイエスさまを子供のように自分の人生の救い主として、また主人としてお迎えることです。「イエスさま。あなたはキリストです。どうぞ私の中に入ってください。私の人生をあなたにささげます。人生をゆだねます。私の人生はあなたの御手にあります。いつまでも失敗ばかりし、いつまでも昼夜くるくる変わるような自分が自分の人生を握って生きるのではなく、イエスさまが私の人生の主人ですと飛び込むことです。
受け入れてイエスさまを主人としてお迎えすることは、結果、イエスさまのみむねに飛び込むことなのですが、そうなるとイエスさまと自分自身はそのとき一つになります。それをONENESSと言います。それを違う言葉でいうといのちと言います。そして、それを天の御国の祝福と言います。イエスさまを救い主として受け入れてイエスさまを主人として迎え入れたそのときに何が起きるかというと、天の御国がその人の中に入って、その人は天の御国の人になるし、いのち与えられ、つまり、神ご自身が聖霊をとおしてその人の中に入って、その人とともに住むようになります。神様と私が一体化するようになります。イエスさまのみむねに飛び込む人は天国の人となり、神様と一体化されONENESSになります。小さなことではありません。外側が変わらないとしても、人生まるごと、根本からひっくり返され、変えられることです。これがイエスさまを信じることです。イエスはキリストだからです。ですから、迷わないでイエスさまのみむねに飛び込んでください。残念ながら皆さんが信じなくてもイエスはキリストです。信じても信じなくても、この世の中に道はどこにもないのに唯一の道であり、すべての問題の解決であり、絶対的な人生の答えです。信じない者、つまずく者は損するようになるでしょう。もし、イエスさまがキリストであるならば躊躇していること、迷い、疑い、中途半端な姿勢を全部ふるい払ってイエスさまのみむねに、あらゆる理由をあとにして子どものように飛び込んでください。その名を信じた者には、神の子どもとなる特権が与えられ、その瞬間、目には見えないけれど神の霊がその人の中に入って、電気をつけると暗やみが全部逃げ去るのと同じように、その人の人生は変えられます。光へと人生が変わります。それは気持ちではなく約束です。理由は、根拠はイエスがキリストだからです。イエスは光です。イエスは神に会える道です。イエスは滅びの運命の、のろいの罪をすべて聖められた方です。イエスは悪魔、サタンに打ち勝ったまことの王様です。だから、イエスを受け入れると、イエスのみむねに飛び込むと神様と一体化され、切り離すことができないONENESSになり、三位一体の神様がONENESSであるのと同じように、神様とONENESSになります。それで、これからはそのONENESSとなりました神が私たちの人生に現れるようになる順番です。それが宗教との徹底的な違いです。これから私たちが頑張るから結果が出るのではなく、私たちの内側にいらっしゃる神様が、私たちの内側にあるいのちの力が私たちの人生を引っ張って行くようになりますので、自分の弱さや環境の険しさを心配したり、言い訳にしたり、不安になる必要はまったくありません。イエスのみむねに飛び込む人はいのちが与えられます。それをイエスさまは今日おっしゃいました。バプテスマのヨハネはもちろん死んだあと天国に行きます。天の御国と言っているのは、来られたイエス、そしてすべてを成し遂げられた勝利のイエスを起点にしてスタートする新しい世界を意味します。その天の御国の主人公、住人となります。ですから、イエスさまのみむねに迷わず飛び込みましょう。何が皆さんの足を引っ張っているのでしょうか。飛び込んでください。多くの人が飛び込もうとするとすべて何もかも失うかと心配し、それで躊躇し、中途半端にしているのですが、それが逆に損です。飛び込んでください。あとは神様がなさります。迷わないように。今日のメッセージはイエスにつまずかないで、イエスに迷わないで、イエスに積極的に飛び込むように、受け入れてくださいという話です。イエスを受け入れてください。そして、確認してください。イエスさまがおっしゃいました。イエスに飛び込んでいる人は天の御国の人です。それをバプテスマのヨハネと比べると、バプテスマのヨハネはそういう意味でまだ天の御国の住民ではありません。

天の御国の住人であることを確認して感謝する

最後のメッセージです。イエスに飛び込んで、イエスを受け入れたものは、皆さん自分自身が人間的にどうなのかと関係なく「私は天の御国の住人だ。私は天国の人だ」と確認して、確信をもって感謝してください。1週間その感謝の気持ちがずっと皆さんの心をとらえるように祈ります。天国の人とはどういう意味なのかわかりますか。イエスさまは今日おっしゃいました。「あなたがたは荒野に何を見に行ったのか。きれいな服を着た人のために行ったのか。それは宮殿にいるのではないのか。預言者なのか。そのとおりです。預言者より優れた人です」とバプテスマのヨハネのことをほめていました。預言者より優れた人です。それでどれほどバプテスマのヨハネをほめていらっしゃったのかというと、今まで女から生まれた人の中で最高に優れた人がバプテスマのヨハネだとおっしゃいました。それはどういう意味なのかというと、旧約にモーセも、アブラハムも、ダビデも、ダニエルも、優れた神のしもべたちがたくさんいたのですが、彼らよりバプテスマのヨハネは優れた者だという意味です。なぜでしょうか。アブラハムは遠くからイエスさまが来られるのを期待しながら、待ちながら死んでいきました。預言者の中で自ら直接、イエスさまを見て、イエスさまの前に立って仕事ができたというのはバプテスマのヨハネが一番近いのです。イエスが基準です。そういう意味で仕事をたくさんやったのかどうかではなく、イエスを基準にして、バプテスマのヨハネはアブラハムより、モーセより優れた者、それより大きいということです。しかし、そのバプテスマのヨハネが天の御国においては一番小さい者より小さいと言われました。天の御国において、つまり、イエスさまに飛び込んで、イエスを受け入れた者、今、イエスさまと一緒にいる足なえの者、目が見えない者、社会から疎外されていた者、まわりからのろわれていたのではないかと言われていた人々より、バプテスマのヨハネは小さいということです。これが天国の人です。皆さん、イエスがキリストでしょうか。イエスがキリストなので何もかもあとにしてイエスを救い主として皆さんの中に受け入れたでしょうか。そうすると皆さんは天の御国の住人です。つまり、皆さんはバプテスマのヨハネより、アブラハムより、モーセより優れた大きな祝福の人だということを信じてください。誰一人、顔を見ると信じる顔でないのですが、「まさか」という顔なのですが、その「まさか」が本物です。これが聖書の時代の分け方です。
とにかく、今日のメッセージは、イエスを受け入れたのであれば、今思いどおりにうまくいかない、また答えがそれほどない、伝道もうまくできないという方々でも心配しないでください。皆さん、バイトをしながら疲れているでしょう。心配しないように。勉強がうまくできないから心配しているでしょう。心配しないでください。ポイントはイエスさまに飛び込んでいるかどうかです。そういう方は確信をしてください。バプテスマのヨハネより大きく優れている天国の住人なのです。だから、皆さんは、皆さんが考えている以上にイエスを受け入れた瞬間、今まで私たちを捕えていたすべての滅びの、のろいの運命の、罪の力から永遠に解放されてもう二度と戻ることのない存在です。旧約の人たちはそのような約束はありませんでした。キリストであるイエスを受け入れたことによって解放されました。この間もどこかで申し上げましたが、自分自身、あるいは自分の家族のだれかにものすごい問題があるとしても、それを問題だと思わないようにしてください。私が本当にイエスに飛び込んでいる者であれば私は天の御国の住人であり、というのはすべてののろいとすべての不幸はもう終わったはずなので、これは不幸でものろいでもないのです。それで、「ここには必ず神様の良い計画があります」という見方をするのが霊的な戦いです。なぜでしょうか。皆さんが心に受け入れたイエスがキリストだからです。キリストを崇めないといけません。イエスをキリストとして高めないといけません。そうすると、そのあと神様が実力を発揮されるようになります。私たちがやることはそれだけです。そうではないでしょうか。天の御国の人、バプテスマのヨハネより優れた人です。それが、皆さんの実力や業績が優れたとなるとまたこんがらがってしまいます。そうではなくて、イエスが皆さんの中におられるからです。アブラハムの中にはイエスが一緒におられませんでした。今、キリストであるイエスが皆さんの中にともにおられます。最高に優れた人です。それから、もっと旧約では考えられなかったイエスに飛び込んで受け入れた人は聖霊様が、神の霊がその人の中に内住しています。モーセはものすごい奇跡を起こしましたが、神がモーセの中に入ってともにおられたことはありません。イエス以降、キリストであるイエスを受け入れた瞬間、神の霊が皆さんの中にともにおられ、永遠に離れることなく、聖霊が皆さんを導いて、聖霊のわざをなすような者になりました。これがバプテスマのヨハネより優れた者だという意味です。この意味をよく考えてください。だから、一つだけです。バプテスマのヨハネより優れた者だということを邪魔する古き自分は十字架とともに死んだので、それをいつも殺せばよいのです。私は天の御国の者です。心の貧しい者は幸いです。天の御国がその人のものだからです。皆さんのああだ、こうだと関係ありません。絶対に、神様はこれからも失敗はありません。中にともにおられるからです。どうしてもだめな人間は早く天に召されるでしょう。あるいはものすごい叩き方をとおして、叩き直すか。神様は失敗しません。それが聖霊の内住というものです。これが宗教との違いです。皆さん、自分自身のために心配しないでください。皆さんがこの天の御国の祝福をよく知らないというのが心配です。皆さんの弱さが心配ではありません。それにともなって、暗やみのサタンに打ち勝つ権威と現場を征服する証人としての祝福が与えられています。ぜひ覚えてください。そして、人生が終わる頃には天の御国が保証されている者です。今申し上げました内容は、2部の礼拝でももう少し申し上げますが、これはアブラハムにもモーセにもなかったことです。これをぜひ覚えてください。
メッセージをまとめましょう。皆さん、イエスさまにつまずくようにしてしまう、先に入っている知識や価値観、刻印されている幸福感などを見つけ出して全部捨てましょう。それで躊躇したり、迷ったりしないで、これからはイエスさまに対して積極的に求めていきましょう。失敗したときでも、うまくいかないときでも、うまくいくときでも、何もないときでも、とにかく積極的にイエスさまを求めるように、イエスさまの方に行くようにしましょう。そして、イエスにあって、今申し上げました天の御国の祝福、天の御国の自分を発見して積極的に感謝しましょう。躊躇しないで、何かがあったからそれに引っかかって感謝を逃してはいけません。何があっても、どういう理由があってもイエスさまの中に入って自分を発見してください。バプテスマのヨハネより優れた人であることを発見してください。積極的に、迷わずに、思う存分、感謝してください。それから、イエスにあって積極的に自分と自分の人生に対して自負をもってプライドをもって告白しましょう。そうであるからこそ、次にイエスにあって天国の祝福、聖霊がともにおられる祝福を積極的に味わう祈りに走ることができるのです。聖霊がともにおられるこの祝福を思いきり迷わずに味わうことを祈りと言います。だから、皆さんはイエスにあって自分を正しく発見すれば本当に祈りさえあれば結構なのです。少しだけでもこれがわかって祈ればいいのです。全部まとめるとイエスがキリストである告白、固い告白、その次に聖霊の導きと聖霊の力を求めて祈ること、これがすべてです。それですべてと言える天の御国の住民、バプテスマのヨハネより優れた者です。最後にまとめてバプテスマのヨハネのように遠く離れるのではなく飛び込んでください。イエスの中に飛び込んでください。その中に天国の祝福がありますので、それを自分のものに思いっきり味わって喜び感謝し、お互いに会いますと本当に感謝だというフォーラムが行き来するようなクリスチャンになっていただきたいと思います。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、キリストであるイエスを送ってくださり、イエスがキリストであることに気づき、告白して飛び込んでイエス・キリストを受け入れることができて感謝いたします。それがどれほど大きな祝福なのかそれに気づき、その感謝と自負をもって祈ることができるように一人一人を省みて祝福してください。もしかして、何一つでもイエスにつまずくような要素があれば、それをすべてカットしていくように私たちを祝福してください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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